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　第 14 回目を迎えた今回は、全国から 417 点の応募を賜りました。ありがとうございました。コロナ禍の折、開催自体もどうするか悩みましたが、絵を描くこと

はコロナ禍でもできますし、むしろこのような状況だからこそ芸術・創作活動の機会を奪うのではなく、その機会をしっかりと確保することの方が教育機関として

は大切なことではないかと考え、実施させていただきました。とは言え、実際に応募が集まるかどうかの不安はありましたが、400 点を超える応募をいただいたと

ことは大変ありがたいことです。

　厳正なる審査の結果、応募作品の中から入賞 37 点、入選 155 点が決定いたしました。心からお祝い申し上げます。ご応募くださった皆様に対し、あらためて心

よりお礼を申し上げます。

　昨年のこの場で「今回は東北各県に所在する有名現代建築の一部をご紹介してごあいさつに代えさせていただきます。身近な建築にあらためて目を向け、建築を

見て回ることの楽しさも感じていただけたら幸いです」と記し、各県の現代建築リストを挙げさせていただきました。今回、それを意識して下さった結果かどうか

は分かりませんが、これまであまり描かれることのなかった、そのいくつかが描かれていたことは、大変嬉しいことでした。

今回の 417 作品の状況を分析したところ、応募者（397 人）の居住地は宮城県が 63.2％（251 人）、福島県が 17.6％（70 人）、岩手県が 5.5％（22 人）、東京都が 5.3％

（21 人）、そのほか三重県（8 人）、埼玉県（5 人）、秋田県（4 人）、神奈川県（3 人）、青森県（2 人）、静岡県と京都府から各 2 人、北海道、栃木県、山梨県、愛知県、

兵庫県、香川県、愛媛県から各 1 人と、全国からご応募いただいたことが分かりました。一方、描かれた建物（場所）の所在地を見ると、宮城県が 56.4％（235）、

福島県が 21.8％（91）、岩手県が 7.9％（33）、山形県が 6.2％（26）、青森県が 5.3％（22）、秋田県が 2.2％（9）、東北 6 県が 0.2％（1）となり偏りがあり

ました。応募者の状況からは当然の結果でもありますが、私どもとしては、宮城県以外からの応募者をさらに増やすべく努力をしていくとともに、宮城県以外にも

まだまだ多くの素晴らしい建築や場所・街がありますので、描いていただく対象がさらに広がることを期待するところです。

　さて、6 年間に渡りお世話になった審査員の先生方（白鳥先生、天笠先生、北折先生）は今期でご退任となります。本当にありがとうございました。次年度は、

審査員体制を一新して開催することとなります。これまで以上のご応募を期待しております。今後ますますの皆さまのご活躍をお祈り申し上げますとともに、来年

もまたこの絵画展でお会いできることを楽しみにしております。
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いつも、審査をしていて思うのですが、作品に注がれ

た想いと時間を考えると、審査の結果にかかわらず、絵

を描くことそれ自体が尊いことのように思えてきます。

コロナ禍で心配していましたが、集まった作品が会場

ににぎやかに並び、いつもの審査風景になりました。各

部門ともしっかりした作品が多かったと思います。ただ、

今年も目立った作品が少なく、全体にどこか足踏みをし

ている感じがしました。最終選考に残った秀作も密度の

高いものが優位を占め、前回と同じように僅差での各賞

となりました。

今回、学生の部で建物を空想的な状景画としたものが

少数あり、この新しい切り口がつむじ風を起こして、全

体を活気付けるような気がしてなりません。

「東北の建築を描く」というテーマがありますが、少

しぐらい破綻があっても日常からはみだす大胆な作品、

もっとあってもと思っています。

コロナ禍でありながら出品数が四百点を超えたことは

皆様の展覧会への熱い思いの賜物であり地域に元気を与

える開催となりました。

今年も、十号の小さな画面でも大作に優る迫力を放つ

作品が数多くありました。建築物を前に腰を据えてじっ

くり描いた作品は写真では伝わらない描き手の直截の感

情を感じる事ができます。更に緻密な描き込みと共に色

や構成を工夫すれば独自な表現が可能です。

今年は、光を上手くとり入れながら主題を印象づける

事のできた作品が目立ちました。中でも一般の大賞の作

品は微妙な光の差で、主題の建物は遠景の中に一番小さ

く描かれているにもかかわらず引き立たせる事ができま

した。複雑な屋根の構成も工夫された秀作でした。

審査に携わらせて頂いて早や六年。東北の数ある名建

築も描かれてこそ再発見され、朽ちゆく建物も描かれて

生命を留める事ができる事を知りました。この稀有な展

覧会を企画された大学の皆様に深い敬意を表しますと共

に益々愛される展覧会になります様、祈っています。

今回、初めて審査を担当しました。普段何気なく過ご

している仙台や東北のまちの風景、たとえば歩道橋や窓

ガラスの連続、タワーマンションといった光景が、まち

への深い愛情や独特な感性をもつ作者の皆様からうみだ

された作品をみていくと、特別な価値をもつものに思え

てきました。

「会津さざえ堂」や「せんだいメディアテーク」など、

よく知られている著名な名建築でさえ、それを取り巻く

環境との絶妙な組み合わせ方の創造、画題とするディ

テールの独自の選択や描写方法によって、新たな魅力を

もつ存在として迫ってきました。

展示会場では、一点一点の作品が額縁におさまる絵画

展です。しかしながら、「東北の建築を描く」という特

有なテーマから、展示会場をこえて、実際のまちや建築

を見たり、過ごしたりすることさえも楽しく、あるいは

味わい深くなるような、不思議な効用をもつ展覧会だと

感じました。美術関係の皆様とともに、ぜひ建築に携わ

る技術者・学生の方々にも鑑賞いただけましたら幸いで

す。

コロナ禍の中での応募でしたが、例年通り粒ぞろいの

作品が集まりました。回を重ねる毎にレベルは確実に上

がっています。特に一般の部の上位作品は、丹念な描写

による完成度が高く、作者の真摯に制作する姿勢が感じ

られます。ただし、絵画表現を俯瞰した時、この様な緻

密な描写がある一方で、「省略」した表現について考え

ることも肝要です。手数が多いことや写真の様に描くこ

とが、ことさら優れているかのような評価は安易なもの

です。

このコンクールの特長としては、一般から小学生まで

幅広い世代の作品が一堂に会することがあります。大人

は子どもの様に自由に、子どもは大人の様に上手に描く

ことはできません。そしてこれらが交錯するのが中高生

です。それではどうあれば良いのか？と言った議論はひ

とまず置き、私は其々の世代の営みすべてが愛おしいと

思っています。その時々で、経験に応じた課題があり、

それに向き合って制作することが重要なのです。
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第 14 回東北の建築を描く展　入賞者・入選者

一般の部・入賞者・賞候補者

大　賞 亀井邸越しの旧公民館分室 釣　舟　富紀子 塩竃市 5 特別賞 学びの場所、祈りの場所、静かに… 鈴 木 雅 之 宮城県大河原町 7

優秀賞 慈恩寺 伊 藤 洋 子 宮城県利府町 6 特別賞 土壁の詩 菅 原 美 恵 仙台市 8

優秀賞 喜多方市美術館の午後 大 瀧 千 絵 伊丹市 6 特別賞 黎明 井 上 玄 太 仙台市 8

特別賞 あこがれの湯 岡 本 知 子 今治市 7 賞候補 大和町武道館 千　葉　　　豊 仙台市 8

特別賞 あなたへ～想いをつなぐ道～ 米 田 康 一 遠野市 7 賞候補 祈り 村 田 花 梨 仙台市 8

特別賞 校舎の大ガラス 坂 本 憲 史 弘前市 7 賞候補 千年高蔵寺 金　　　伸　之 仙台市 8

特別賞 養蚕していた民家 我　妻　建太郎 所沢市 7 賞候補 金色堂 大 澤 勝 弘 名古屋市 8

高校の部・入賞者・賞候補者

大　賞 向こう岸（国道に架かる歩道橋） 斎　藤　龍之介 福島県立福島西高等学校 2 年 9 特別賞 灯 西 堀 里 野 宮城県仙台二華高等学校 3 年 11

学長賞 街燈 小 澤 奈 央 宮城県宮城野高等学校 1 年 10 特別賞 聳え立つ 沖横田　夏　美 宮城県仙台二華高等学校 2 年 11

優秀賞 翠影 安　部　麻衣子 宮城県仙台第二高等学校 1 年 10 特別賞 忘れない 鹿　野　菜々子 宮城県宮城野高等学校 1 年 11

特別賞 おもかげ 松 山 千 華 宮城県宮城広瀬高等学校 3 年 11 特別賞 帰宅 小 野 詞 誉 宮城県宮城野高等学校 2 年 11

特別賞 車窓から 澤 村 七 彩 宮城県仙台二華高等学校 2 年 11

中学校の部・入賞者・賞候補者

大　賞 過去、現在、あるいは・・・ 田 中 和 花 津市立橋北中学校 3 年 12 特別賞 宮城を見守る社 松 中 姫 菜 大和町立宮床中学校 2 年 14

学長賞 青葉神社参道 後 藤 美 和 古川学園中学校 １年 13 特別賞 太古の天井を泳ぐ（いわき市石炭化石館） 久保木　小　花 栃木県立矢板東高等学校附属中学校 3 年 14

優秀賞 宮城県美術館 佐　藤　　　陽 大崎市立古川中学校 3 年 13 特別賞 螺旋構造（さざえ堂） 櫻　井　　　紀 白河市立南中学校 1 年 14

特別賞 達谷窟 髙 橋 珠 瑛 大崎市立古川中学校 2 年 14 特別賞 津軽へ 菊　地　　　馨 宮城県仙台二華中学校 3 年 14

小学校の部・入賞者・賞候補者

大　賞 鍛錬の場（日新館） 牧 田 義 生 白河市立白河第二小学校 6 年 15 特別賞 お城のうらがわ（小峰城） 近 嵐 茶 子 白河市立釜子小学校 4 年 17

学長賞 市役所 遠　藤　圭一郎 会津若松ザベリオ学園小学校 4 年 16 特別賞 おとがひびくすてきなたてもの 猪　狩　希和子 郡山ザベリオ学園小学校 1 年 17

優秀賞 夜がきた（JR 白河駅） 鈴 木 め い 白河市立小田川小学校 4 年 16 特別賞 くらのある町並み 長 澤 希 空 盛岡市立向中野小学校 2 年 17

特別賞 岩手銀行 青 木 雄 生 三重大学教育学部附属小学校 4 年 17 特別賞 にぎやかな町 髙 宮 律 稀 岩手大学教育学部附属小学校 2 年 17

特別賞 春の湯野上温泉駅 小 瀧 タ オ 会津若松市行仁小学校 2 年 17 特別賞 カラフルなメディアテーク 井 上 理 仁 仙台市立旭丘小学校 2 年 17

一般の部入選者

入　選 山に舞う 市 川 悦 子 東京都 18 入　選 盛美園に建つ盛美館 石　河　　　舜 津市 20

入　選 un crescendo á cimo fouro 佐々木　慶　一 函館市 18 入　選 七日町通り 小　塙　　　希 栃木県市見町 20

入　選 瑞鳳殿（伊達政宗） 鳥 居 雄 三 京都市 18 入　選 民家の在る風景 矢ヶ部　昭　彦 東京都 20

入　選 かたらい 髙 橋 勇 二 横浜市 18 入　選 引き込み線の跡 相 原 裕 之 仙台市 20

入　選 街角の一隅　広瀬通地下鉄 加 藤 忠 治 仙台市 18 入　選 青森市森林博物館 西 谷 岩 雄 宮城県柴田町 20

入　選 水車のあるレストラン 加 藤 忠 治 仙台市 18 入　選 三居沢発電所 菅　原　　　弘 仙台市 20

入　選 古民家 青　木　　　章 大崎市 18 入　選 仙台駅東口付近 森　　　修　平 仙台市 20

入　選 機械遺産　青函連絡船・可動橋 丸 山 孝 雄 青森市 18 入　選 古民家食堂 後 藤 靖 夫 仙台市 20

入　選 星空を駆け巡る五重塔 野 口 智 子 東京都 18 入　選 午後の駅待合室 後 藤 靖 夫 仙台市 20

入　選 郡山　聖ペテロ聖パウロ教会 サトウ　イサム 調布市 18 入　選 准胝観音堂（陸奥国分寺薬師堂） 松　本　サチ子 仙台市 20

入　選 大館樹海ドーム（ニプロハチ公ドーム） 松 井 好 男 山梨県富士河口湖町 18 入　選 ビルは万華鏡 鈴　木　三千彌 仙台市 20

入　選 松音寺山門 佐 藤 雅 子 仙台市 18 入　選 主人を待つ家 鈴 木 萌 木 岩沼市 20

入　選 祈りと日差し 原 内 義 晴 仙台市 19 入　選 孤高の老将 鈴 木 萌 木 岩沼市 21

入　選 鶴ヶ城 藤　井　まき子 東京都 19 入　選 登米の団子屋 五十嵐　智　洋 仙台市 21

入　選 アンテナと青いポストのある民家 中 村 元 彦 小平市 19 入　選 雪を纏いて 中 村 伸 二 仙台市 21

入　選 厳かに、堂々と・・・ 田　幡　美佐男 川越市 19 入　選 写真展示館 保 﨑 裕 子 仙台市 21

入　選 あの日のシャーロット 清 水 麻 里 静岡市 19 入　選 メトロホームにて 其 田 マ サ 仙台市 21

入　選 滅びない・けもの路地（三十九） 浅　倉　　　伸 盛岡市 19 入　選 見あげる 降 旗 美 紀 仙台市 21

入　選 いつもありがとう 内　藤　あゆ美 調布市 19 入　選 Cafe 千 田 敏 明 角田市 21

入　選 夜の帳がおりる頃 馬 渕 元 行 三豊市 19 入　選 NHK 仙台放送局 樋 口 節 夫 仙台市 21

入　選 五番チューブ 馬 渕 元 行 三豊市 19 入　選 Le・partage 伊 勢 亮 子 仙台市 21

入　選 Stay　home 渡 邊 里 美 仙台市 19 入　選 玄昌石のスレート屋根の景 松　永　　　弘 宮城県大和町 21

入　選 歴史の上に建つ 柴　田　菜々瀬 登米市 19 入　選 キリンの親子がいる海の工場 岡　田　千瑛莉 仙台市 21

入　選 雪の日 立 原 栄 子 京都市 19
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高校の部入選者

入　選 岩手銀行 赤レンガ館 大 河 木 曳 三重県立飯野高等学校 １年 22 入　選 学校裏 浅 川 瑞 月 宮城県宮城第一高等学校 1 年 24

入　選 会うも別れるもこの場所 安 齋 冬 真 福島県立二本松工業高等学校 2 年 22 入　選 旧校舎の西側 小野寺　美　歩 宮城県宮城第一高等学校 1 年 24

入　選 中嶋記念図書館 小 嶋 勇 失 三重県立飯野高等学校 1 年 22 入　選 お勤め感謝 楠　　　みのり 宮城県宮城第一高等学校 1 年 24

入　選 路地裏 川 村 愛 美 岩手県立盛岡工業高等学校 2 年 22 入　選 フーコー スワン　聖里奈 宮城県宮城第一高等学校 1 年 24

入　選 足の向く先 平 柳 美 陽 秋田県立湯沢高等学校 2 年 22 入　選 はじまり 浅 野 極 子 宮城県宮城第一高等学校 1 年 24

入　選 福島の温泉旅館 佐 藤 佑 哉 東京都立町田工業高等学校 3 年 22 入　選 不安 佐　藤　　　光 宮城県宮城第一高等学校 1 年 25

入　選 コミニュケーション（共同洗い場） 山　田　　　蒼 福島県立白河高等学校 2 年 22 入　選 ドアをひらけ 田 中 瑞 姫 宮城県宮城第一高等学校 1 年 25

入　選 まちの夜景 狩 野 透 也 東北生活文化大学高等学校 1 年 22 入　選 春の夕暮れ 相　原　かのん 宮城県宮城第一高等学校 3 年 25

入　選 秘密の場所 藤 根 健 太 東北生活文化大学高等学校 1 年 22 入　選 終わりなき空 相　原　かのん 宮城県宮城第一高等学校 3 年 25

入　選 ひかる温泉 久 保 健 太 東北生活文化大学高等学校 1 年 22 入　選 蔵 伊 藤 花 梨 宮城県宮城野高等学校 1 年 25

入　選 富沢駅 鶴 見 萌 愛 東北生活文化大学高等学校 1 年 22 入　選 木漏れ日 伊 藤 美 南 宮城県宮城野高等学校 1 年 25

入　選 校舎 三 浦 爽 和 東北生活文化大学高等学校 1 年 23 入　選 和 大 友 陽 菜 宮城県宮城野高等学校 1 年 25

入　選 時代 佐々木　柊　斗 東北生活文化大学高等学校 1 年 23 入　選 神社 今 野 美 佳 宮城県宮城野高等学校 1 年 25

入　選 プラットホームの三原色 佐 藤 伊 吹 東北生活文化大学高等学校 2 年 23 入　選 階段 坂 本 寛 人 宮城県宮城野高等学校 1 年 25

入　選 荒巻本沢３丁目 小 野 愛 莉 宮城県宮城広瀬高等学校 3 年 23 入　選 雨の日 笹　山　　　優 宮城県宮城野高等学校 1 年 25

入　選 下町 古 谷 未 森 宮城県宮城広瀬高等学校 3 年 23 入　選 築いてほしいもの 佐　藤　　　麗 宮城県宮城野高等学校 1 年 25

入　選 すこやかなる日常 福 士 夢 可 宮城県宮城広瀬高等学校 3 年 23 入　選 線対称の不思議 菅 原 大 瑶 宮城県宮城野高等学校 1 年 25

入　選 高校から観たばんざん 國 井 陽 斗 宮城県宮城広瀬高等学校 3 年 23 入　選 雨 菅　原　　　崎 宮城県宮城野高等学校 1 年 26

入　選 病院 及 川 優 喜 宮城県宮城広瀬高等学校 3 年 23 入　選 斜陽 田 所 三 和 宮城県宮城野高等学校 1 年 26

入　選 SENDAI  DAIKANNON 箕 浦 彩 菜 宮城県仙台二華高等学校 1 年 23 入　選 路地 辻 川 茉 由 宮城県宮城野高等学校 1 年 26

入　選 避難タワー 山 口 優 歌 宮城県仙台二華高等学校 2 年 23 入　選 祠 鴇 田 純 哉 宮城県宮城野高等学校 1 年 26

入　選 山寺 佐々木　和　奏 宮城県仙台二華高等学校 2 年 23 入　選 鰻屋 畠 山 雛 旬 宮城県宮城野高等学校 1 年 26

入　選 白い扉 大　塚　菜々華 宮城県仙台二華高等学校 2 年 24 入　選 橋 花　輪　ひなた 宮城県宮城野高等学校 1 年 26

入　選 奇妙な日常 藤 澤 美 玲 宮城県仙台二華高等学校 2 年 24 入　選 隧道 村　上　愛里沙 宮城県宮城野高等学校 1 年 26

入　選 雨宿り 田　鎖　　　雅 宮城県仙台二華高等学校 2 年 24 入　選 帰路 森　　　史　佳 宮城県宮城野高等学校 1 年 26

入　選 鳥居の先には 熱 海 知 央 宮城県仙台二華高等学校 1 年 24 入　選 摩天楼 吉　崎　ひより 宮城県宮城野高等学校 1 年 26

入　選 授業中 小 林 志 慧 宮城県宮城第一高等学校 1 年 24 入　選 夢のある 小 川 　 詩 乃 宮城県宮城野高等学校 2 年 26

入　選 やわらかな光に包まれて。 嶋　津　ひなた 宮城県宮城第一高等学校 1 年 24 入　選 一新 中 澤 　 心 結 宮城県宮城野高等学校 2 年 26

入　選 蒼（あお） 畑　　　志　穂 宮城県宮城第一高等学校 1 年 24

中学校の部入選者

入　選 吊り灯篭 木 村 真 子 石巻市立河南東中学校 2 年 27 入　選 行きたくなる場所 玉　澤　優佳子 聖ドミニコ学院中学校 2 年 28

入　選 三慧殿 市 川 紗 妃 石巻市立河南東中学校 2 年 27 入　選 仙台東照宮 武 藤 優 樹 大崎市立古川中学校 2 年 28

入　選 円通院 大悲亭 大 森 悠 華 石巻市立山下中学校 １年 27 入　選 栗原の仙北電気記念塔 小　林　はるひ 栗原市立若柳中学校 2 年 28

入　選 仙台東照宮随身門 推 野 杏 恋 石巻市立河南西中学校 １年 27 入　選 盛美園 鈴 木 杏 奈 大崎市立三本木中学校 2 年 28

入　選 歴史を刻む政宗像 岩 渕 由 埜 石巻市立河南東中学校 １年 27 入　選 夕暮れ時 今 野 美 久 石巻市立青葉中学校 2 年 28

入　選 宮城縣護國神社 庄 子 優 愛 石巻市立河南東中学校 2 年 27 入　選 遠刈田の町並 前 原 帆 希 大和町立宮床中学校 1 年 28

入　選 紫陽花寺 八 代 梨 楓 石巻市立河南東中学校 2 年 27 入　選 時の扉（藤田記念館） 大 森 朱 莉 那須町立那須中学校 3 年 28

入　選 仙台大崎八幡宮 及 川 彩 羽 古川黎明中学校 2 年 27 入　選 いつか来る旅立ちの日（JR 白河駅） 宗 像 健 斗 白河市立白河第二中学校 3 年 28

入　選 商店街 新 谷 三 汰 盛岡市立厨川中学校 3 年 27 入　選 " 伊達 " な魂が根付く場所 影　山　　　舞 宮城県仙台二華中学校 3 年 28

小学校の部入選者

入　選 大きなぎぼし 熊 谷 咲 夜 盛岡市立仁王小学校 3 年 29 入　選 夏のお城（小峰城三重櫓） 荒 井 千 優 白河市立白河第二小学校 3 年 30

入　選 輝く窓 昆 　 　 　 晶 盛岡市立仙北小学校 4 年 29 入　選 異界に続く階段（さざえ堂） 大 森 春 輝 白河市立白河第二小学校 4 年 30

入　選 銀行を見上げて 四日市　陽　成 滝沢市立篠木小学校 4 年 29 入　選 夏の灯台（塩屋崎灯台） 影 山 礼 人 白河市立白河第二小学校 5 年 30

入　選 旧い銀行 藤　村　　　嶺 盛岡市立太田小学校 5 年 29 入　選 天までとどけ！（マリンタワー） 鈴 木 奈 々 白河市立小野田小学校 2 年 30

入　選 鶴ヶ城 青 木 謙 征 三重大学教育学部附属小学校 2 年 29 入　選 太鼓の音がきこえたよ（南湖神社） 寺 門 心 晴 白河市立白河第四小学校 4 年 30

入　選 恵日寺の朱塗りの柱 坂　本　　　琉 会津若松市立城北小学校 5 年 29 入　選 まもるゾウ（神社の守り神） 片　野　　　岳 白河市立白河第五小学校 2 年 31

入　選 いわき湯本温泉 山 内 希 夏 会津若松市立荒立小学校 2 年 29 入　選 青空と駅（JR 白河駅） 青 木 心 音 白河市立みさか小学校 4 年 31

入　選 若松城 三 橋 唯 華 会津若松市立荒立小学校 2 年 29 入　選 小さな駅（JR 白坂駅） 馬 場 結 愛 白河市立みさか小学校 4 年 31

入　選 市役所 川原田　光　生 会津若松ザベリオ学園小学校 4 年 29 入　選 神さまは牛？（伊佐須美神社） 坂 上 蒼 依 白河市立みさか小学校 6 年 31

入　選 すてきな はしら たてもの（昔の銀行） 遠 藤 千 尋 会津若松ザベリオ学園小学校 1 年 29 入　選 ロボットがあらわれた！（大内宿） 押 田 悠 翔 西郷村立小田倉小学校 2 年 31

入　選 昔の洋風な建物 福 元 重 行 会津若松市立城北小学校 5 年 30 入　選 空にそびえる（小峰城石垣） 近 藤 央 河 西郷村立小田倉小学校 6 年 31

入　選 日新館 宮 野 春 輝 会津若松市立一箕小学校 2 年 30 入　選 龍のいる場所（さざえ堂） 秋　　　亮　成 泉崎村立泉崎第一小学校 5 年 31

入　選 白木屋 佐 藤 莉 奈 会津若松市川南小学校 2 年 30 入　選 旅の途中（大内宿） 太 田 花 歩 矢吹町立三神小学校 5 年 31

入　選 秋の長床（新宮熊野神社） 齊 藤 新 也 会津若松市行仁小学校 2 年 30 入　選 教会の窓（ハリストス正教会） 古　川　　　侑 郡山ザベリオ学園小学校 4 年 31

入　選 虚空尊蔵 藤 井 円 佳 会津若松市行仁小学校 6 年 30

「第14回東北の建築を描く展」	 令和2年10月16日（金）～ 10月20日（火）せんだいメディアテーク6階

「入賞作品展」	 令和２年11月20日（金）～ 11月24日（火）

	 東北工業大学一番町ロビー
	 〒980-0811　仙台市青葉区一番町１－３－１
	 　　　　　　　　　　　　　　　　（ＴＭビル）
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受賞作品短評

大　賞　　亀井邸越しの旧公民館分室	 釣　舟　富紀子	 （塩竃市）

	 ・�精細な描写の技術力とともに、旧公民館を核とした構図の大胆さが際立つ。淡い色調でありながら、その構図が建築へと目を

惹きつける。画面を縦横に横切る電線がアクセントとして効果を発揮し、釣り下がる縦の線が周囲の建物群と関係をつくり、

独創的な表現をつくる。

優秀賞　　慈恩寺	 伊　藤　洋　子	 （宮城県利府町）

	 ・�色鉛筆の細やかなタッチが鮮やかな作品をつくりあげた。画面全体の色のバランスの調和とともに、色づいた樹木、屋根と軒

先、壁面、近景をなす手水鉢などの作者独特な明暗のコントラストによる表現が、作品全体をひきしめる効果をもたらした。

優秀賞　　喜多方市美術館の午後	 大　瀧　千　絵	 （伊丹市）

	 ・�回廊へ差し込む光を活かし、それが壁面のレンガ、木組み、そして床のタイルと目地の微細な箇所を照らして建築の素材感を

引き出しながら、画面をまとめ上げる。空間ごとの色が織りなす表現力の高さも特筆される。

特別賞　　あこがれの湯	 岡　本　知　子	 （今治市）

	 ・�温泉から舞う湯気や窓の連続する開口部をしっかりとした筆致と色で描きこみ、室内の雰囲気をよく伝えている。とくに画面

の半分を天井が占める大胆な構図が奏功し、憧れの情景を上手に表現する。

特別賞　　あなたへ～想いをつなぐ道～	 米　田　康　一	 （遠野市）

	 ・�シンメトリーかつ水平線を基調とした明快な構図が、張りつめるような緊張感をかもしだす。被災地・陸前高田を描いた作者

の作品に込めた象徴的な想いが、このシンプルな構図と静謐な筆致に表現される。

特別賞　　校舎の大ガラス	 坂　本　憲　史	 （弘前市）

	 ・�カーブするガラス面の表現力に長けた作品である。ガラスにうつる空、ガラスがうねるようにカーブする形態、そしてガラス

の素材感までも写実的に捉えて、現代建築の特徴を描きあげている。

特別賞　　養蚕していた民家	 我　妻　建太郎	 （所沢市）

	 ・�民家という対象に向き合い、対象への誠実な観察と丹念な描写が、完成度の高い作品をつくりあげた。とくに主屋と門、そし

て塀にいたる画面を占める瓦屋根の精緻な筆致が、時代を重ねた民家の趣をよく表現する。

特別賞　　土壁の詩	 菅　原　美　恵	 （仙台市）

	 ・�水彩の熟練した技術力と、土蔵と実、空が織りなすダイナミックな構図が、豊かなイメージを伝える。対比的な色合いの表

現、そして画面における密と粗のバランス、古い土蔵に実を重層させた経年表現など、奥行きのある作品である。

特別賞　　学びの場所、祈りの場所、静かに…	 鈴　木　雅　之	 （宮城県大河原町）

	 ・�層を重ねていくことで表現する、油絵具の材料的効果を存分に発揮した作品である。象徴的な光の効果とあいまって、まさに

油絵らしい、油絵だからこその作品に仕上がった。

特別賞　　黎明　　	 井　上　玄　太	 （仙台市）

	 ・�街を俯瞰してとらえた、鳥瞰図の構図が独創的であり、素晴らしい。象徴的なモノクロの作品であるが、来年は是非とも、さ

らに難しい「色の表現」にも果敢に挑戦してほしい。

大　賞　　向こう岸（国道に架かる歩道橋）	 斎藤　龍之介	 （福島県立福島西高等学校 2年）

	 ・�町中の歩道橋というテーマに、あえて挑み、その古い歩道橋のサビついた味わいに林立する建築をからめて、風景を独特の感

性で解釈した。この優れたテーマ設定に加えて、ビルの窓ガラスへ映り込む風景も丹念に描き込むなど、その精緻で誠実な技

術力も高く評価される。

学長賞　　街燈	 小　澤　奈　央	 （宮城県宮城野高等学校 1年）

	 ・�手前に暗い建物を配置し、奥に光を描く構図が素晴らしい。ガラスやトタン、コンクリートや木など多様な外壁の建物がこの

光の対比の中で見事に溶け込み、作者の独創的な感性のもとで、何気ない日常を特別な風景へと昇華させた。

優秀賞　　翠影	 安　部　麻衣子	 （宮城県仙台第二高等学校 1年）

	 ・�下層のオープンなガラス面に加えて、上層の軽快なタッチによるガラスの表現が、仙台メディアテークがもつ建築的魅力を巧

みに描きあげている。こうした熟練した絵画表現力が画面全体で存分に発揮されている。

特別賞　　おもかげ	 松　山　千　華	 （宮城県宮城広瀬高等学校 3年）

	 ・�校舎を対象とした何も変哲のない構図でありながら、その日常風景にしっかりと向き合い、丁寧で精緻な筆致で完成度の高い

作品となった。とりわけ雲が群をなす空の爽快な表現が特長である。

特別賞　　車窓から	 澤　村　七　彩	 （宮城県仙台二華高等学校 2年）

	 ・�超高層ビルを取り上げたテーマ設定が斬新であり、高く評価される。普段は見過ごされがちな空へ聳え立つマンションの姿

が、都市の新たな魅力を伝える作品となった。

特別賞　　灯	 西　堀　里　野	 （宮城県仙台二華高等学校 3年）

	 ・�街灯の静かな光が水の流れと雪を穏やかに照らし、温泉街の雰囲気をよく伝える作品である。夜の空という難しい表現も、

しっかりとした技術で描きあげられている。

特別賞　　聳え立つ	 沖横田　夏　美	 （宮城県仙台二華高等学校 2年）

	 ・�街路の近景を暗く抑制して描き、それに対して遠くの聳え立つビルの遠景を明るく描く。この対比がつくりだす構図が効果を

発揮して、主役たる高層ビルを十分に引き立てる。こうした構図の妙に加えて、精緻な筆致の技術力も高く評価される。

特別賞　　忘れない	 鹿　野　菜々子	 （宮城県宮城野高等学校 1年）

	 ・�画題である中庭に対する深い愛情がにじみ出るような作品である。中庭を囲うミラーガラスの湾曲した姿が、構図に面白みを

かもしだす。人物を効果的に配置したことも、中庭の空間的魅力をよく演出する。

特別賞　　帰宅	 小　野　詞　誉	 （宮城県宮城野高等学校 2年）

	 ・�自然に囲われた人工的な線路を描いた対象のセレクトが独創的である。油絵の力強い描き込みがこの人工物の特色をよく表現

している。

大　賞　　鍛錬の場（日新館）	 牧　田　義　生	 （白河市立白河第二小学校 6年）

	 ・�凛とした佇まいを表現する水平・垂直が明快な構図をつくる。このシンプルな構図のなかで、細やかな屋根のシャチ、カラフ

ルな石畳などの豊かな描写によって、絵を描く喜びがにじみ出るような作品をうみだした。

学長賞　　市役所	 遠　藤　圭一郎	 （会津若松ザベリオ学園小学校 4年）

	 ・�一見、素朴な雰囲気にみえるが、子細にみれば作者の豊かな感性が見いだせる。抑制的な外壁の色合いと明るく鮮やかな窓の

対比、建物のシンメトリーを微妙にずらす樹木の配列など、深い表現が実現している。

優秀賞　　夜がきた（JR白河駅）	 鈴　木　め　い	 （白河市立小田川小学校 4年）

	 ・�作者の感性があふれでるような、ファンタジーのような自由でのびのびとした表現のなかに、温かみさえもかもしだす作品で

ある。夜の表現が色で示されている点も、確かな表現力を感じさせる。

特別賞　　おとがひびくすてきなたてもの	 猪　狩　希和子	 （郡山ザベリオ学園小学校 1年）

	 ・�画面を横切る思い切った音符の表現が独創的な作品をもたらした。作者がもつイメージの豊かさと、それを素直に表現する感

性が伝わってくる。

特別賞　　くらのある町並み	 長　澤　希　空	 （盛岡市立向中野小学校 2年）

	 ・�蔵のまちを描く作品でありながら、空が大きく占めるシンプルな構図が豊かな表現をみせている。少ない色数の中で、土蔵の

壁や屋根瓦に入れられた黒が、全体のアクセントとなって、作者の鋭い観察眼をよく示している。

特別賞　　にぎやかな町	 髙　宮　律　稀	 （岩手大学教育学部附属小学校 2年）

	 ・�町と自然を描いた独特な構図がおもしろい。道が空に向かってダイナミックに伸びていきながら、全体として破綻せずに調和

した風景をつくっている。素直にこうした表現が描ける、まさに小学生らしい作品である。

特別賞　　岩手銀行	 青　木　雄　生	 （三重大学教育学部附属小学校 4年）

	 ・�シンメトリーの構図が建築の品格をうまく捉えている。色づかいが効果的で、夜空と赤レンガの寒色と暖色のコントラストが

かえって作品に調和をあたえている。

特別賞　　春の湯野上温泉駅	 小　瀧　タ　オ	 （会津若松市行仁小学校 2年）

	 ・�電車の運転手と桜の木を入れることによって、駅舎の雰囲気が華やかに表現された。黒と黄色を効果的に組み合わせた色づか

いがうまく、かつ強い色で構成されることで力強くかつ楽しい作品となった。

特別賞　　お城のうらがわ（小峰城）	 近　嵐　茶　子	 （白河市立釜子小学校 4年）

	 ・�しっかりと目の前の城を観察して描いている。抑制された全体の色彩のなかで、石垣などに華やかな色味が調和して用いられ

ている。細やかな彫刻もよく観察し、豊かな表現をつくっている。

特別賞　　カラフルなメディアテーク	 井　上　理　仁	 （仙台市立旭丘小学校 2年）

	 ・�色のバランス感覚が優れている。はたしてメディアテークの夜を描いたのか、あるいはクリスマスの風景なのか、鋭い感性で

表現されている。その独特な感性で、メディアテークの新たなイメージが見るものにじわりじわりと迫ってくる。

大　賞　　過去、現在、あるいは…	 田　中　和　花	 （津市立橋北中学校 3年）

	 ・�さざえ堂の独特な建築を、自分の世界観に置き換えて表現した着想が見事である。さざえ堂の二重らせん構造を暗示する抽象

的な下地に、丁寧に具象的室内を重ねて描いたデザイナー的表現が、強い個性を発揮している。

学長賞　　青葉神社参道	 後　藤　美　和	 （古川学園中学校 1年）

	 ・�神社の石段を下りていくと、遠方に仙台の街路景観が続いていく。この奥行きのある構図が仙台らしい町の表情をよく捉えて

いる。このような仙台で見過ごされがちな場所を取り上げた着眼点も素晴らしい。

優秀賞　　宮城県美術館	 佐　藤　　　陽	 （大崎市立古川中学校 3年）

	 ・�中庭に面するダイナミックに湾曲したミラーガラスを画面の主役にしっかりと描き、独特な構図に成功した。ミラーガラスの

丹念な描き込みも高い技術力を示している。

特別賞　　達谷窟	 髙　橋　珠　瑛	 （大崎市立古川中学校 2年）

	 ・�緑と調和した朱色の鳥居を描いた作品である。少ない色数のなかで、その濃淡表現を駆使することによって、鳥居の豊かな表

現に行きついている。

特別賞　　宮城を見守る社	 松　中　姫　菜	 （大和町立宮床中学校 2年）

	 ・�神社に対して自分なりの感性で、しっかりとした解釈に基づいて描かれた作品である。鮮やかな社殿の朱色、輝くような金

具、穏やかな石畳みなど、力強い色の表現が特長である。これに雨のしっとりとした表現が、上手く画面全体に調和をもたら

している。

特別賞　　太古の天井を泳ぐ（いわき市石炭化石館）	 久保木　小　花	 （栃木県立矢板東高等学校附属中学校 3年）

	 ・�天井を泳ぐというタイトルのとおり、展示物を画面の中心に描きながら、色鮮やかな天井や壁面の開口を強調したユニークな

構図で、建築を表現した発想が特長である。

特別賞　　螺旋構造（さざえ堂）	 櫻　井　　　紀	 （白河市立南中学校 1年）

	 ・�さざえ堂を見上げるようなアングルが面白い効果を発揮している。しっかりと塗られた色づかいや細やかな彫刻を丁寧に描く

など、豊かな表現力をもっている。

特別賞　　津軽へ	 菊　地　　　馨	 （宮城県仙台二華中学校 3年）

	 ・�駅舎という建物だけでなく、それに関わるタクシーや掲示物が巧みに描かれている。これによって、駅をめぐる生活風景が見

事に表現されている。

一般の部 中学校の部

小学校の部高校の部
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  大賞   亀井邸越しの旧公民館分室     釣舟　富紀子 （ 塩竈市 ）
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優秀賞   喜多方市美術館の午後     大瀧　千絵 （ 伊丹市 ）

優秀賞   慈恩寺     伊藤　洋子 （ 宮城県利府町 ）
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特別賞   あこがれの湯     岡本　知子 （ 今治市 ） 特別賞   あなたへ～想いをつなぐ道～     米田　康一 （ 遠野市 ）

特別賞   校舎の大ガラス     坂本　憲史 （ 弘前市 ） 特別賞   養蚕していた民家     我妻　建太郎 （ 所沢市 ） 特別賞   学びの場所、祈りの場所、静かに…     鈴木　雅之 （ 宮城県大河原町 ）
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特別賞   土壁の詩     菅原　美恵 （ 仙台市 ）

特別賞   黎明     井上　玄太 （ 仙台市 ）

賞候補   大和町武道館     千葉　豊 （ 仙台市 ） 賞候補   千年高蔵寺     金　伸之 （ 仙台市 ） 賞候補   金色堂     大澤　勝弘 （ 名古屋市 ）賞候補   祈り     村田　花梨 （ 仙台市 ）
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大賞   向こう岸（国道に架かる歩道橋）     斎藤　龍之介 （ 福島県立福島西高等学校 2 年 ）
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学長賞   街燈     小澤　奈央 （ 宮城県宮城野高等学校 1 年 ）

優秀賞   翠影     安部　麻衣子 （ 宮城県仙台第二高等学校 1 年 ）
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特別賞   おもかげ     松山　千華 （ 宮城県宮城広瀬高等学校 3 年 ）

特別賞   車窓から     澤村　七彩 （ 宮城県仙台二華高等学校 2 年 ） 特別賞   灯     西堀　里野 （ 宮城県仙台二華高等学校 3 年 ）

特別賞   聳え立つ     沖横田　夏美 （ 宮城県仙台二華高等学校 2 年 ） 特別賞   忘れない     鹿野　菜々子 （ 宮城県宮城野高等学校 1 年 ） 特別賞   帰宅     小野　詞誉 （ 宮城県宮城野高等学校 2 年 ）
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大賞   過去、現在、あるいは・・・     田中　和花 （ 津市立橋北中学校 3 年 ）
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学長賞   青葉神社参道     後藤　美和 （ 古川学園中学校 １年 ）

優秀賞   宮城県美術館     佐藤　陽 （ 大崎市立古川中学校 3 年 ）
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特別賞   達谷窟     髙橋　珠瑛 （ 大崎市立古川中学校 2 年 ） 特別賞   宮城を見守る社     松中　姫菜 （ 大和町立宮床中学校 2 年 ） 特別賞   太古の天井を泳ぐ    久保木　小花 

（ 栃木県立矢板東高等学校附属中学校 3 年 ）

特別賞   螺旋構造（さざえ堂）     櫻井　紀 （ 白河市立南中学校 1 年 ） 特別賞   津軽へ     菊地　馨 （ 宮城県仙台二華中学校 3 年 ）
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大賞   鍛錬の場（日新館）     牧田　義生 （ 白河市立白河第二小学校 6 年 ）
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学長賞   市役所     遠藤　圭一郎 （ 会津若松ザベリオ学園小学校 4 年 ）

優秀賞   夜がきた（JR 白河駅）     鈴木　めい （ 白河市立小田川小学校 4 年 ）
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特別賞   おとがひびくすてきなたてもの     

猪狩　希和子 （ 郡山ザベリオ学園小学校 1 年 ）

特別賞   くらのある町並み     長澤　希空 

（ 盛岡市立向中野小学校 2 年 ）

特別賞   にぎやかな町     髙宮　律稀 

（ 岩手大学教育学部附属小学校 2 年 ）

特別賞   岩手銀行     青木　雄生 （ 三重大学教育学部附属小学校 4 年 ） 特別賞   春の湯野上温泉駅     小瀧　タオ （ 会津若松市行仁小学校 2 年 ）  特別賞   お城のうらがわ（小峰城）     近嵐　茶子 

（ 白河市立釜子小学校 4 年 ）

特別賞   カラフルなメディアテーク     

井上　理仁 （ 仙台市立旭丘小学校 2 年 ）
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一般の部入選作品

山に舞う     市川　悦子 （ 東京都 ） un crescendo á cimo fouro     佐々木　慶一 （ 函館市 ） 瑞鳳殿（伊達政宗）     鳥居　雄三 （ 京都市 ） かたらい     髙橋　勇二 （ 横浜市 ）

街角の一隅　広瀬通地下鉄 加藤　忠治 （ 仙台市 ） 水車のあるレストラン     加藤　忠治 （ 仙台市 ） 古民家     青木　章 （ 大崎市 ） 機械遺産　青函連絡船・可動橋

丸山　孝雄 （ 青森市 ）

郡山　聖ペテロ聖パウロ教会     サトウ　イサム （ 調布市 ）

星空を駆け巡る五重塔     

野口　智子 （ 東京都 ） 大館樹海ドーム（ニプロハチ公ドーム）  松井　好男 （ 山梨県富士河口湖町 ） 松音寺山門     佐藤　雅子 （ 仙台市 ）
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祈りと日差し     原内　義晴 （ 仙台市 ） 鶴ヶ城     藤井　まき子 （ 東京都 ） アンテナと青いポストのある民家　中村　元彦 （ 小平市 ） 厳かに、堂々と・・・     田幡　美佐男 （ 川越市 ）

あの日のシャーロット     

清水　麻里 （ 静岡市 ）

滅びない・けもの路地（三十九）     

浅倉　伸 （ 盛岡市 ）

いつもありがとう     内藤　あゆ美 （ 調布市 ） 夜の帳がおりる頃     馬渕　元行 （ 三豊市 ）

五番チューブ     馬渕　元行 （ 三豊市 ） Stay　home     渡邊　里美 （ 仙台市 ） 歴史の上に建つ     柴田　菜々瀬 （ 登米市 ） 雪の日     立原　栄子 （ 京都市 ）

19



七日町通り     小塙　希 （ 栃木県市見町 ） 民家の在る風景     矢ヶ部　昭彦 （ 東京都 ）盛美園に建つ盛美館     

石河　舜 （ 津市 ）

引き込み線の跡     

相原　裕之 （ 仙台市 ）

青森市森林博物館     西谷　岩雄 （ 宮城県柴田町 ） 三居沢発電所     菅原　弘 （ 仙台市 ） 仙台駅東口付近     森　修平 （ 仙台市 ） 古民家食堂     後藤　靖夫 （ 仙台市 ）

午後の駅待合室     後藤　靖夫 （ 仙台市 ） 准胝観音堂（陸奥国分寺薬師堂）     松本　サチ子 （ 仙台市 ） ビルは万華鏡     鈴木　三千彌 （ 仙台市 ） 主人を待つ家     鈴木　萌木 （ 岩沼市 ）
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孤高の老将     鈴木　萌木 （ 岩沼市 ） 登米の団子屋     五十嵐　智洋 （ 仙台市 ）  雪を纏いて     中村　伸二 （ 仙台市 ） 写真展示館     保﨑　裕子 （ 仙台市 ）

メトロホームにて     其田　マサ （ 仙台市 ）  見あげる     降旗　美紀 （ 仙台市 ）  Cafe     千田　敏明 （ 角田市 ）

Le・partage     伊勢　亮子 （ 仙台市 ）

NHK 仙台放送局     

樋口　節夫 （ 仙台市 ）

玄昌石のスレート屋根の景     

松永　弘 （ 宮城県大和町 ）

キリンの親子がいる海の工場     

岡田　千瑛莉 （ 仙台市 ）
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高校の部入選作品

岩手銀行 赤レンガ館     大河　木曳 

（ 三重県立飯野高等学校 １年 ）

会うも別れるもこの場所     安齋　冬真 

（ 福島県立二本松工業高等学校 2 年 ）

中嶋記念図書館     小嶋　勇失 

（ 三重県立飯野高等学校 1 年 ）

路地裏     川村　愛美 

（ 岩手県立盛岡工業高等学校 2 年 ）

足の向く先     平柳　美陽 （ 秋田県立湯沢高等学校 2 年 ） 福島の温泉旅館     佐藤　佑哉 （ 東京都立町田工業高等学校 3 年 ） コミニュケーション（共同洗い場）     山田　蒼 

（ 福島県立白河高等学校 2 年 ）

まちの夜景     狩野　透也 （ 東北生活文化大学高等学校 1 年 ） 秘密の場所     藤根　健太 

（ 東北生活文化大学高等学校 1 年 ）

ひかる温泉     久保　健太 （ 東北生活文化大学高等学校 1 年 ） 富沢駅     鶴見　萌愛

 （ 東北生活文化大学高等学校 1 年 ）

22



校舎     三浦　爽和 （ 東北生活文化大学高等学校 1 年 ） 時代     佐々木　柊斗 （ 東北生活文化大学高等学校 1 年 ） プラットホームの三原色     佐藤　伊吹

 （ 東北生活文化大学高等学校 2 年 ）

荒巻本沢３丁目     小野　愛莉 

（ 宮城県宮城広瀬高等学校 3 年 ）

下町     古谷　未森 

（ 宮城県宮城広瀬高等学校 3 年 ）

すこやかなる日常     福士　夢可

 （ 宮城県宮城広瀬高等学校 3 年 ）

高校から観たばんざん     國井　陽斗 

（ 宮城県宮城広瀬高等学校 3 年 ）

病院     及川　優喜 （ 宮城県宮城広瀬高等学校 3 年 ） SENDAI  DAIKANNON     箕浦　彩菜

 （ 宮城県仙台二華高等学校 1 年 ）

避難タワー     山口　優歌 

（ 宮城県仙台二華高等学校 2 年 ）

山寺     佐々木　和奏

 （ 宮城県仙台二華高等学校 2 年 ）
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白い扉     大塚　菜々華

 （ 宮城県仙台二華高等学校 2 年 ）

奇妙な日常     藤澤　美玲

 （ 宮城県仙台二華高等学校 2 年 ）

雨宿り     田鎖　雅

 （ 宮城県仙台二華高等学校 2 年 ）

鳥居の先には     熱海　知央 

（ 宮城県仙台二華高等学校 1 年 ）

授業中     小林　志慧 

（ 宮城県宮城第一高等学校 1 年 ）

やわらかな光に包まれて。   嶋津　ひなた 

　　　　（ 宮城県宮城第一高等学校 1 年 ）

蒼（あお）     畑　志穂

 （ 宮城県宮城第一高等学校 1 年 ）

学校裏     浅川　瑞月

 （ 宮城県宮城第一高等学校 1 年 ）

旧校舎の西側     小野寺　美歩

 （ 宮城県宮城第一高等学校 1 年 ）

フーコー     スワン　聖里奈 

（ 宮城県宮城第一高等学校 1 年 ）

お勤め感謝     楠　みのり 

（ 宮城県宮城第一高等学校 1 年 ）

はじまり     浅野　極子 （ 宮城県宮城第一高等学校 1 年 ）
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不安     佐藤　光

 （ 宮城県宮城第一高等学校 1 年 ）

ドアをひらけ     田中　瑞姫 

（ 宮城県宮城第一高等学校 1 年 ）

春の夕暮れ     相原　かのん 

（ 宮城県宮城第一高等学校 3 年 ）

終わりなき空     相原　かのん 

（ 宮城県宮城第一高等学校 3 年 ）

蔵     伊藤　花梨 （ 宮城県宮城野高等学校 1 年 ） 木漏れ日     伊藤　美南 （ 宮城県宮城野高等学校 1 年 ） 和     大友　陽菜 

（ 宮城県宮城野高等学校 1 年 ）

神社     今野　美佳 （ 宮城県宮城野高等学校 1 年 ）

階段     坂本　寛人 

（ 宮城県宮城野高等学校 1 年 ）

雨の日     笹山　優 

（ 宮城県宮城野高等学校 1 年 ）

築いてほしいもの     佐藤　麗 

（ 宮城県宮城野高等学校 1 年 ）

線対称の不思議     菅原　大瑶 

（ 宮城県宮城野高等学校 1 年 ）
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雨     菅原　崎 

（ 宮城県宮城野高等学校 1 年 ）

斜陽     田所　三和 

（ 宮城県宮城野高等学校 1 年 ）

路地     辻川　茉由

 （ 宮城県宮城野高等学校 1 年 ）

祠     鴇田　純哉（ 宮城県宮城野高等学校 1 年 ）

鰻屋     畠山　雛旬 

（ 宮城県宮城野高等学校 1 年 ）

橋     花輪　ひなた （ 宮城県宮城野高等学校 1 年 ） 隧道     村上　愛里沙 

（ 宮城県宮城野高等学校 1 年 ）

帰路     森　史佳

 （ 宮城県宮城野高等学校 1 年 ）

摩天楼     吉崎　ひより

 （ 宮城県宮城野高等学校 1 年 ）

夢のある     小川　詩乃

 （ 宮城県宮城野高等学校 2 年 ）

一新     中澤　心結 （ 宮城県宮城野高等学校 2 年 ）
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中学校の部入選作品

吊り灯篭     木村　真子 

（ 石巻市立河南東中学校 2 年 ）

三慧殿     市川　紗妃 （ 石巻市立河南東中学校 2 年 ） 円通院 大悲亭     大森　悠華 （ 石巻市立山下中学校 １年 ）

仙台東照宮随身門     推野　杏恋 

（ 石巻市立河南西中学校 １年 ）

歴史を刻む政宗像     岩渕　由埜 （ 石巻市立河南東中学校 １年 ）

宮城縣護國神社     庄子　優愛 （ 石巻市立河南東中学校 2 年 ）

紫陽花寺     八代　梨楓 （ 石巻市立河南東中学校 2 年 ） 仙台大崎八幡宮     及川　彩羽 （ 古川黎明中学校 2 年 ） 商店街     新谷　三汰 （ 盛岡市立厨川中学校 3 年 ）
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行きたくなる場所     玉澤　優佳子 （ 聖ドミニコ学院中学校 2 年 ） 仙台東照宮     武藤　優樹 

（ 大崎市立古川中学校 2 年 ）

栗原の仙北電気記念塔     

小林　はるひ 

（ 栗原市立若柳中学校 2 年 ）

盛美園     鈴木　杏奈 （ 大崎市立三本木中学校 2 年 ） 夕暮れ時     今野　美久 

（ 石巻市立青葉中学校 2 年 ）

遠刈田の町並     前原　帆希 （ 大和町立宮床中学校 1 年 ）

時の扉（藤田記念館）     

大森　朱莉 

（ 那須町立那須中学校 3 年 ）

いつか来る旅立ちの日（JR 白河駅）     宗像　健斗 

（ 白河市立白河第二中学校 3 年 ）

" 伊達 " な魂が根付く場所     影山　舞 

（ 宮城県仙台二華中学校 3 年 ）
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大きなぎぼし     熊谷　咲夜 

（ 盛岡市立仁王小学校 3 年 ）

輝く窓     昆　晶 

（ 盛岡市立仙北小学校 4 年 ）

銀行を見上げて     四日市　陽成 

（ 滝沢市立篠木小学校 4 年 ）

旧い銀行     藤村　嶺 

（ 盛岡市立太田小学校 5 年 ）

鶴ヶ城     青木　謙征 

（ 三重大学教育学部附属小学校 2 年 ）

恵日寺の朱塗りの柱     坂本　琉 

（ 会津若松市立城北小学校 5 年 ）

いわき湯本温泉     山内　希夏 

（ 会津若松市立荒立小学校 2 年 ）

若松城     三橋　唯華 （ 会津若松市立荒立小学校 2 年 ） 市役所     川原田　光生 

（ 会津若松ザベリオ学園小学校 4 年 ）

すてきな はしら たてもの（昔の銀行）     遠藤　千尋 

（ 会津若松ザベリオ学園小学校 1 年 ）

小学校の部入選作品
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昔の洋風な建物     福元　重行 （ 会津若松市立城北小学校 5 年 ） 日新館     宮野　春輝 （ 会津若松市立一箕小学校 2 年 ） 白木屋     佐藤　莉奈 （ 会津若松市川南小学校 2 年 ）

秋の長床（新宮熊野神社）     齊藤　新也 

（ 会津若松市行仁小学校 2 年 ）

虚空尊蔵     藤井　円佳 

（ 会津若松市行仁小学校 6 年 ）

夏のお城（小峰城三重櫓）     荒井　千優 

（ 白河市立白河第二小学校 3 年 ）

異界に続く階段（さざえ堂）     

大森　春輝 

（ 白河市立白河第二小学校 4 年 ）

夏の灯台（塩屋崎灯台）     

影山　礼人 

（ 白河市立白河第二小学校 5 年 ）

太鼓の音がきこえたよ（南湖神社）     寺門　心晴 

（ 白河市立白河第四小学校 4 年 ）

天までとどけ！（マリンタワー）     

鈴木　奈々 

（ 白河市立小野田小学校 2 年 ）
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まもるゾウ（神社の守り神）     片野　岳 

（ 白河市立白河第五小学校 2 年 ）

青空と駅（JR 白河駅）     青木　心音 （ 白河市立みさか小学校 4 年 ） 小さな駅（JR 白坂駅）     馬場　結愛 （ 白河市立みさか小学校 4 年 ）

神さまは牛？（伊佐須美神社）     坂上　蒼依 

（ 白河市立みさか小学校 6 年 ）

ロボットがあらわれた！（大内宿）     

押田　悠翔 

（ 西郷村立小田倉小学校 2 年 ）

空にそびえる（小峰城石垣）     

近藤　央河 

（ 西郷村立小田倉小学校 6 年 ）

龍のいる場所（さざえ堂）     

秋　亮成 

（ 泉崎村立泉崎第一小学校 5 年 ）

旅の途中（大内宿）     太田　花歩 （ 矢吹町立三神小学校 5 年 ） 教会の窓（ハリストス正教会）     古川　侑 

（ 郡山ザベリオ学園小学校 4 年 ）

31



信頼と和で築く確かな未来 
 

         阿部和工務店 
 

代表取締役社長 舩 山 克 也 

代表取締役副社長 土 岐 春 夫 
 

古 民 家 再 生 、神 社 ・寺 院 建 築 も承 ります  
 

仙台市青葉区上杉一丁目 17 番 18 号銅谷ビル 

ＴＥＬ ０２２－２６４－０４１１  

ＦＡＸ ０２２－２２５－５２４４ 

http：//www.abekazu.co.jp 

株式 
会社 
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3号館1階
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ニーズに生きる　技術で活躍

工業株式会社

http://www.n-elv.co.jp/
本社・工場　〒989－3124 仙台市青葉区上愛子字松原47－12

℡　022－392－8080

35



36



この作品集の作成にあたり、東北工学教育協会からの助成を受けました。

 2020 年 4 月、東北工業大学は新学部「建築学部」を開設しました。

建築学科は工学部から建築学部へ。

東北工業大学は工学部、建築学部、ライフデザイン学部の三学部体制となり、地域に貢献する大学としてさらに発展します。

東北工業大学　八木山キャンパス

後　　　援



東北工業大学建築学部建築学科




